
　

梅
雨
空
の
７
月
１
日
18
時
15
分―

。
会

場
本
ベ
ル
鳴
動
に
合
わ
せ
て
開
会
が
告
げ

ら
れ
ま
し
た
。
政
策
シ
ン
ポ
冒
頭
、
中
島

議
長
は「
働
く
事
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の

実
現
に
は
政
策
制
度
要
求
の
実
現
が
重
要
」

と
し
た
う
え
で
、「
統
一
地
方
選
で
は
そ
の

一
翼
を
担
っ
た
と
総
括
し
た
が
、
従
来
の

政
治
活
動
を
一
歩
深
め
る
た
め
に
は
課
題

に
応
じ
た
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、
政
策

議
論
を
常
態
化
す
る
地
協
運
動
が
不
可
欠

と
判
断
し
た
」
と
し
て
、
同
シ
ン
ポ
の
開

催
目
的
に
対
す
る
見
解
を
表
明
し
、
会
場

に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
平
井
知
事
は
、「
み

ん
な
で
や
ら
い
や
未
来
づ
く
り
～
鳥
取
県
か

ら
の
挑
戦
～
」
と
し
て
、
知
事
自
ら
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
扱
い
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
県
の
復
旧
活
動
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
米
子
市
崎
津
を
候
補
地
と
す
る

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」
挑
戦
へ
の
必
要
性
を
は

じ
め
、
米
子―

ソ
ウ
ル
便
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー

ズ
フ
ェ
リ
ー
運
航
と
併
せ
た
観
光
拠
点
の
整

備
、
ま
た
若
者
が
県
外
に
流
出
し
な
い
雇
用

対
策
な
ど
に
つ
い
て
県
の
考
え
方
を
紹
介

し
、「
今
こ
そ
、
み
ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
県
・
地
域
を
創
る
時
。

鳥
取
県
か
ら
の
挑
戦
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
国
に

発
信
し
よ
う
」
と
県
政
に
お
け
る
役
割
、
連

合
鳥
取
へ
の
協
力
体
制
、
地
域
へ
の
浸
透
運

動
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
講
演
を
踏
ま
え
て

会
場
か
ら
は
、
私
鉄
総
連
、
県
教
組
か
ら
意

見
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
参
加
者
は
新
た
な

感
覚
と
視
点
で
同
シ
ン
ポ
を
捉
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
確
信
し
ま
す
。

　

第
２
部
で
は
、
県
連
合
・
地
協
推
薦
の
福

間
裕
隆（
西
伯
郡
選
挙
区
）、
浜
田
妙
子
、
森

雅
幹（
同
米
子
市
）、
森
岡
俊
夫（
同
境
港
市
）

の
民
主
党
県
議
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
招
き
、
平

井
知
事
の
基
調
講
演
を
踏
ま
え
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
地
協
事
務
局
が
進

め
、
①
県
下
で
危
惧
す
べ
き
事
象
、
②
将

来
に
つ
な
が
る
分
野
、
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
見
解
、

④
子
育
て
で
の
経
済
格
差
、
社
会
的
格
差
、

⑤
少
子
高
齢
・
過
疎
化
に
伴

う
医
療
・
福
祉
、
公
共
交
通

問
題
等
に
つ
い
て
各
議
員
か

ら
提
言
や
見
解
を
求
め
、
更

に
深
く
掘
り
起
こ
し
た
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
地
協
労
働
政
策

局
か
ら
、
同
シ
ン
ポ
の
共

有
化
と
し
て
ま
と
め
、
全

体
で
確
認
し
ま
し
た
。
ま

た
毎
年
７
月
を「
政
策
を
考

え
る
月
間
」
と
し
て
提
起
、

視
点
・
論
点
を
変
え
て
政
策

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
を
意
思
統
一
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

「鳥取県からの挑戦」平井知事が基調講演
民主党県議はパネルで持論を展開

西部地協で初の
「政策シンポジウム」を開催

　

西
部
地
協（
中
島
ち
か
ら
議
長
／
約
九
千
五
百
名
）は
７
月
１
日
、
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
政
治
活
動
の
深
度
化
と
政
策
制
度
要
求
の

前
進
を
め
ざ
す
観
点
か
ら
、
初
の
試
み
と
な
る
「
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催

し
ま
し
た
。
同
シ
ン
ポ
は
第
１
部
／
基
調
講
演
に
平
井
知
事
を
、
第
２
部
／
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
県
連
合
・
地
協
推
薦
民
主
党
県
議
会
議
員（
４
氏
）

を
招
き
、「
鳥
取
県
の
課
題
と
構
想（
光
と
影
）」に
つ
い
て
の
識
見
・
経
験
に
基
づ

く
提
言
を
受
け
ま
し
た
。
会
場
は
満
席
の
３
０
０
名
が
参
加
し
、「
地
協
ま
と
め
」

で
は
毎
年
７
月
を
「
政
策
を
考
え
る
月
間
」と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
、
角
度

か
ら
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

基調講演／
平井鳥取県知事

パネルディスカッション／
熱く意見を語る連合鳥取推薦県議会議員
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■ 2011春季生活闘争特集■

○調査対象　137 組合　　　○登録組合　　125 組合

連合鳥取2011春季生活闘争　要求・回答・妥結状況　（6/30 現在）

平均賃上げ方式
要求 回答・妥結

組合数 金額（円） 組合数 金額（円）
組合平均 3 833 3 0

○平均賃上げ方式（ベアのみ登録組合）

平均賃上げ方式 
（組合平均）

組合数 金額 ( 円 ) 率 (％ )
集計組合数 集計組合数

要　求

　　従業員 計 82 5,561 65 2.50 49
　　300 人以上 34 6,238 29 2.57 23
　　299 ～ 100 人 22 5,074 19 2.34 13
　　99 人以下 26 4,948 17 2.55 13

回答・ 
　妥結

　　従業員 計 73 3,354 61 1.55 44
　　300 人以上 30 4,334 28 1.84 20
　　299 ～ 100 人 20 3,120 18 1.61 12
　　99 人以下 23 1,807 15 1.01 12

○平均賃上げ方式（体系維持相当分＋ベア登録組合）

賃　金 ○要求提出組合　87 組合⇒平均賃上げ方式 85 組合、個別賃金方式 1 組合、人勧準拠 1 組合
○回答妥結組合　77 組合⇒平均賃上げ方式 76 組合、個別賃金方式 1 組合

一時金 ○要求提出組合　年間 41 組合　　夏季 20 組合
○回答妥結組合　年間 37 組合　    夏季 16 組合

一　時　金 
（組合平均）

要　　　　　求 回答・妥結

金額 ( 円 ) 月数 金額 ( 円 ) 月数
集計組合数 集計組合数 集計組合数 集計組合数

年　間

　　従業員 計 1,078,721 18 4.57 36 1,022,078 21 4.16 24
　　300 人以上 1,409,520 7 4.63 20 1,214,165 13 4.36 10
　　299 ～ 100 人 810,719 6 4.58 9 734,600 4 4.38 8
　　99 人以下  937,204 5 4.41 7 685,270 4 3.54 6

夏　季

　　従業員 計 441,883 13 2.03 15 325,891 12 1.52 11
　　300 人以上 510,371 4 1.50 1 373,594 3 1.20 1
　　299 ～ 100 人 474,667 7 2.01 9 391,477 6 1.61 8
　　99 人以下 190,165 2 2.16 5 147,015 3 1.35 2

○業績連動式 ⇒５組合（年間分：3 組合、半期分：１組合）

地域ミニマム賃金 ○要求提出 2 組合　水準目標をクリアしていないが要求せず 5 組合
○回答・妥結　水準目標をクリアした 1 組合　　現状維持 1 組合

取り組み項目 取り組みレベル 組合数 回　答　・　妥　結 組合数
非正規労働者への 

　取り組み
○処遇改善 １８組合 ○処遇改善 １１組合
○その他の取り組み １３組合 ○その他の改善 ９組合

企業内最低賃金 ○取り組む ２１組合 ○水準引上げ １０組合
水準引き上げ ＊対象者  パート等含む全従業員 （ ７ ） 　パート等含む全従業員 （ ６ ）

組合員のみ （ ９ ） 組合員のみ （ ４ ）
協定化 ○取り組む １５組合 ○協定化 ５組合

＊対象者  パート等含む全従業員 （ ２ ） 　パート等含む全従業員
組合員のみ （ １０ ） 組合員のみ （ ４ ）

取り組み項目 取り組みレベル 組合数 回　答　・　妥　結 組合数
総実労働時間短縮

時間外労働削減 ○取り組む １６組合
年休の取得促進 ○取り組む １２組合
年休付与日数増 ○取り組む ４組合 ○付与日数増日 ２組合

所定労働時間短縮 ○取り組む １２組合 ○所定労働時間短縮 ２組合
時間外割増率引上 ○取り組む １９組合 ○割増率引上げ ７組合

65 歳まで雇用確保 ○制度導入 1 組合
制度導入 ○取り組む ９組合 ○春闘とは別途、継続協議 1 組合
組合員化 ○取り組む ２組合

連合鳥取重点取り組み課題 ○要求書提出　提出 107 組合　提出せず労使協議 2 組合　　何もせず 15 組合　人勧準拠 1 組合

東日本大震災特集
　震災直後から、組合員のみなさまはもとより、日本国内外からお寄せいただいた
「連合東北地方太平洋沖地震災害救援カンパ」は730,106,256円（2011.6.14現
在）となりました。（うち連合鳥取の取り組みは2,438,215円寄付）
　「連合第22回中央執行委員会（2011.6.16開催）」において、被災地への義援
金として下記の配分とすることが確認され、6月20日に古賀連合会長が岩手県知
事に、6月23日には南雲事務局長が福島県知事に義援金各2億円を手渡しました。
他の３県にも近く交付される予定です。
　みなさまのご協力に心より感謝申し上げます。
《基本的な考え方》
　①�個人、団体、海外の組織・個人、地方連合会、連合本部

街頭募金等は、当該地方連合会を通じて、全額被災者の
生活支援を目的とした被災自治体への義援金とする。

　②�構成組織分は義援金及び連合の被災地救援ボランティア
活動の諸経費、被災地方連合会への助成金の一部に充
てる。

「連合東北地方太平洋沖地震カンパ」が
　　　義援金として被災地に届けられました

内　容 配分先 金額（円）

義　　援　　金 岩手県、宮城県、福島県   各２億円   　    600,000,000

義　　援　　金 茨城県、千葉県   各 2,000 万円     40,000,000

連合災害救援活動費 ボランティア送迎バス代 　　　　　　       35,000,000

総　　　額 　　　　　　     675,000,000

＊上記配分を超えるカンパ金については再度検討し、提案する。

《配分内訳》

達増岩手知事（右）に、
義援金の目録を渡す古賀会長（左）
左手前は、砂金連合岩手会長
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男女平等参画学習会を開催
　６月18日（土）、倉吉市・伯耆しあわせの郷にて、70名の組合員（約40%が女性）が参加のもと「第８回男女平
等参画学習会」を開催しました。
　はじめに、主催者を代表して五十嵐会長があいさつにたち、「2009年度、日本の雇用労働者のうち女性は
2,332万人と雇用労働者の42.6％を占めている。女性の労働力なくして、この日本経済の成長と発展は欠かせな
い。しかしながら、その雇用形態は、非正規雇用者が1985年は32.1％に対して2009年には53.3％になり、その
中でも、パート・アルバイトに関しては417万人から903万人と倍増している。このことをベースに、『男女の賃金格
差をはじめ、昇進・昇格における格差、与えられる仕事の格差』など、ま
だまだ働く女性にとって格差の環境が解決されていないのが実態であ
る。働き方の見直し、男性も女性も社会で活動できる機会を大いに作っ
ていかなければならない。」と訴えました。
　続いて、この４月の鳥取県議会議員選挙で見事３期目の当選を果たされ
た、浜田妙子さん（連合鳥取推薦議員）をお招きし、「男女平等参画に向
けて私の思うこと」と題して講演をいただきました。講演では、「現状の日
本の社会は物事を決めるのに男性社会である。女性の視点を取り入れた
社会にする必要がある。」と県議会議員として男女平等参画社会
の実現に取り組んでいる事例をお話いただきました。
　政府は、「社会のあらゆる分野において、2020年までに、女
性の占める割合を少なくとも30%程度にする」という目標達成
に向け、、2010年12月に「第3次男女共同参画基本計画」を閣
議決定しました。この目標達成は、労働組合を含む民間部門に
も求められています。
　連合鳥取も着実に取り組みを進めてまいりますので、みなさ
まのご協力をお願いいたします。

講師／浜田妙子さん

青年委員会列島クリーンキャンペーン
　6月19日（日）、連合鳥取青年委員会は24名参加のもと「列島クリーンキャンペーン」を開催しました。
　今回は「大山・一木一石運動」への参画を通じて、産別の交流はもちろん、環境活動への積極的な参加を目的
として開催しました。
　当日は全員で石を持ってスタートし、大山の山頂を目指しました。全員で山頂に石
を運んだ後、大山から見下ろせる壮大な景色を楽しみながら、無事下山しました。
　　　　　　 　　　　　　　　  （寄稿　青年委員会　幹事　中 村 伸 一さん）

ボランティアガイドによる説明

全員元気に山頂に到着！一木一石運動に協力

昭和50年代に大山山頂の緑が減少したため、山頂のいたるとこ
ろに侵食溝ができてしまいました。その溝を埋めて緑を復活させ
るために、登山者に一つずつ石を山頂に運んでもらう運動です。

一木一石運動
とは？

《全体会：8/3》
　

《分科会：8/4》
　

　基調提案
　特別報告／「子どもたちとともに悩み、学び、笑顔を求めて」
　講　　演／「部落問題の〈いま〉～近現代の歴史を振り返りながら～」
　公　　演／「みんなちがって　みんないい」

■8月3日（水）～4日（木）
■倉吉未来中心
　　　   他（中部8会場）
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て
ん
じ
ん
こ
ら
む

　
「
反
省
は
し
て
も　

後
悔
す
る
な
」

▼
１
９
９
８
年
１
月
に
他
界
さ
れ
た
、
当

時
の
連
合
鳥
取
会
長
で
あ
っ
た
故
・
広

藤 

強
さ
ん
が
病
床
で
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
表
題
に
は
「
人
生
最
後
の
記
録
（
メ

モ
）」
と
あ
る
▼
広
藤
さ
ん
は
連
合
鳥
取

発
足
当
初
か
ら
事
務
局
長
と
し
て
、
連
合

鳥
取
運
動
の
草
創
期
か
ら
の
礎
創
り
に
尽

力
さ
れ
た
方
で
、
そ
の
間
は
大
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
こ
と
と
思
う
▼
私
は
広
藤
さ
ん

の
お
蔭
で
現
在
の
自
分
が
あ
る
、
と
思
っ

て
い
る
。
広
藤
さ
ん
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た
か
ら
組
合
役
員
を
受
け
、
そ
の
後
専
従

役
員
と
な
っ
た
。
そ
し
て
多
く
の
「
経

験
」
と
、
多
く
の
「
出
逢
い
」
と
い
う
財

産
を
い
た
だ
く
事
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

悩
む
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
し
、
苦
し

い
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ

の
度
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に

な
っ
た
▼
「
ど
の
道
を
選
ぶ
か
。
よ
り
も
、

選
ん
だ
道
を
ど
う
生
き
る
か
。」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
思
い
悩
ん

で
選
ん
だ
道
で
も
、
そ
の
後
の
過
ご
し
方

で
よ
く
も
悪
く
も
な
る
。
要
は
、
成
功
や

幸
せ
の
道
は
、「
入
り
口
で
は
な
く
、
道

中
に
あ
る
」
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。
区
切

り
や
節
目
を
迎
え
、
次
に
進
む
と
き
に
頭

に
置
い
て
お
き
た
い
言
葉
だ
▼
広
藤
さ
ん

の
残
し
て
く
れ
た
言
葉
と
と
も
に
、
今
後

訪
れ
る
で
あ
ろ
う
幾
度
か
の
節
目
の
時
の

教
訓
を
得
た
▼
あ
れ
以
来
、
13
年
以
上
財

布
の
中
に
入
れ
て
あ
る
広
藤
さ
ん
の
直
筆

（
コ
ピ
ー
）
メ
モ
に
は
、「
残
さ
れ
た
時
間

を
さ
わ
や
か
に
生
き
る
た
め

に
。」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。

な
ん
と
も
広
藤
さ
ん
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
志
有
道
）

　
◇国公総連◇

　国公総連は、各府省に働く国家公務員及び独立行政法人の組
合員で組織された労働組合で構成される産別です。
　鳥取県内での構成単組は、全農林労働組合（農林水産省出先機関及び独立行政
法人職員で組織）と全財務労働組合（財務省出先機関である財務事務所職員で組
織）です。
　全農林の中には、境港を定繋港とし、日本海において外国船の違法操業等の取
り締まり業務を遂行している水産庁漁業取締船「白嶺丸」で働く組合員（写真）が
います。彼らは震災発生後、６月１２日まで、東日本大震災で被災された方々への食
料物資などの運搬や、港湾の被害状況調査を行ってきました。
  このたび、政府からの国家公務員給与減額提案に対して、国公総連は国公連合・連合公務労協に結集して、現行
制度の枠を超えた交渉を行い、労働基本権付与の法案との同時成立や、給与の減額部分を大震災の復興財源とす
ることなどを前提に労使合意を行いました。
　今後も組合員の労働条件改善はもとより、国民の生活改善を目指して労働運動を進めていきます。

産別・単組
活動紹介

　平和行動スタート
　今年の平和運動強化期間のスタートとなる「2011平和行動 in 沖縄」が
6月23日（木）～24日（金）に開催され、連合構成組織と全国の地方連合
会から約1600人が参加しました。連合鳥取からは４名が参加し、恒久平
和へのアピールをしました。
　8月の広島(8/4～6)・長崎(8/7～9)、9月の根室(9/10～
11)についても参加していき、ともに平和について考えてい
きたいと思います。
　また、連合鳥取ピースウォークも開催しますので、みな
さまの積極的なご参加をお願いします。
《下記活動紹介をご参照ください。》

式典の様子

■7月９日（土）13時00分～
■中部教育会館

《時局講演会》
民主党鳥取県連代表　
衆議院議員　湯原俊二 氏

《2012年度連合鳥取政策・
  制度要求（案）説明、討論》

《調理実習》
米粉を使った料理づくり
（ベーグルサンド・シフォンケーキ）

《意見交換会》

■７月16日（土）10時00分～
■ハワイアロハホール

■7月31日（日）10時00分～12時00分
■米子市・ふれあいの里

■8月6日（土）9時45分～（予定）
■ふれあい会館

《平和を希求するミニコンサート》
　ヴァイオリン・ヴィオラ奏者
　　　　　眞家 利恵  さん
《平和学習会／
　　　  記念講演＆意見交換会》
　広島県原水爆被害者 団体協議会
           理事長　坪井　直  氏
《ビデオ上映》
《アピール採択》 ※デモ行進なし

◉HPアドレス
　http://www5e.biglobe.ne.jp/̃tirorin7/

《平和ライブ》
環境と平和を守り次世代につなぐ歌姫

　　　　那良伊 千鳥さん
な　ら　い　  ち   どり

鳥取からの参加者普天間吉が一望できる高台の公園
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